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 本書は 1998 年に出版された Animal Rights: A Philosophical Defence (Palgrave Macmillan)の
加筆修正版である。著者 M. Rowlands の活躍は幅広く、一方では心の哲学における「拡張
した心」仮説の提唱者の一人として知られており、他方では SF 映画を題材にした哲学の
入門書 The Philosopher at the End of the Universe (Rowlands, 2003)や、オオカミとともに過ご





	 まず、各章の内容について簡単に触れておこう。序論の位置を占める第 1 章（‘Animal 





第 3 章から第 6 章では、様々な規範理論を検討することを通して、より積極的な仕方で
動物の権利を擁護する道を探る。第 3 章（‘Utilitarianism and animals: Peter Singer’s case for 
animal liberation’）および第 4 章（‘Tom Regan: Animal rights as natural rights’）ではそれぞれ、




	 第 2 版で新たに書き加えられた第 5 章（‘Virtue ethics and animals’）では、徳倫理の立場
から動物の権利が擁護できるか否かを考察する。まず、ともに徳倫理の立場に依拠しなが





（‘Contractarianism and animal rights’）で契約説に基づく動物の権利の擁護を試みる(2)。ここ
での詳しい議論は後で紹介しよう。 
第 7 章（‘Animal minds’）では、動物に心的生活を帰属させることを認めない論者たちに
反論する。ここでは、意識の「高階思考」モデルに基づいて動物が感覚をもつことを否定
する P. Carruthers の議論と、「心の全体論」に基づいて動物が命題的態度をもつことを否定
する D. Davidson や S. Stich の議論が検討され、ともに斥けられる(3)。 
 

























































































































































最後に、第 1 版と第 2 版の間での著者の立場の微妙な変化について触れておきたい。こ
れは特に、第 2 版で第 5 章が加筆された理由に関わる。著者が社会契約説の立場から動物
の権利を擁護するだけに甘んじず、第 5 章で敢えて徳倫理の立場からも擁護を加えている
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